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研究成果の概要（和文）：本研究では、コロナ禍の観光地域・産業を対象として調査を行い、ポストコロナの成
長戦略に向けた空間経済モデルの開発と経済効果の評価を行った。都道府県、都市地域、生産部門、及び観光施
設を対象として、COVID-19やコロナ関連政策が、滞在人口、宿泊者、及び経済活動に与えた影響を明らかにし
た。これらは、パネルデータ分析、ヘドニックモデル分析、ビックデータ解析、地域間産業連関分析、及び社会
調査法などを用いて評価された。コロナ禍の観光の変動と回復の過程を解析する手法を提案した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted a survey targeting tourism areas and industries 
during the coronavirus pandemic, developed a spatial economic model for post-corona growth 
strategies, and evaluated the economic effects. We clarified the impact of COVID-19 and 
coronavirus-related policies on the visitor population, guests, land prices, and economic activity, 
targeting prefectures, urban areas, production sectors, and tourism facilities. These were evaluated
 using panel data analysis, hedonic model analysis, big data analysis, regional input-output 
analysis, and social survey methods. We proposed a method to analyze the fluctuations and recovery 
process of tourism during the coronavirus pandemic.

研究分野：空間経済システム分析

キーワード： COVID-19　観光　経済効果　評価手法　調査

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
新型コロナウイルス感染症は、観光関連産業に大きな影響を及ぼした。観光関連産業の早期回復と持続可能な観
光のあり方が望まれている。コロナ禍の観光への影響や関連政策の効果の評価手法の開発は重要である。本研究
は、COVID-19と関連政策が観光関連産業に与える影響を評価する手法を開発しており、ポストコロナの観光成長
戦略の形成や感染症等の災害時の影響の経済評価に有益な情報を提供している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

研究開始当初の背景は以下のようであった。人口減少・高齢化社会のわが国では、観光立国推
進基本法のもとで、観光の基幹産業への成長戦略、観光による日本経済の牽引、そして地域活性
化が進められてきた。主にインバウンド向けには、観光地域づくり法人(DMO)が設置され、各地
域で地域資源の再発掘、市場ニーズに合致した地域資源の価値化、経済波及効果を最大化するビ
ジネスモデルの構築が実施されてきた。しかし、新型コロナウィルス感染症（COVID-19）が拡
大するなかで、国内外からの観光需要が減少し、観光産業や観光地域は大打撃を受け、都市・地
域経済にも大きな影響を及ぼしていた。観光復興支援策が実施されるなかで、ポストコロナの観
光成長戦略に向けて、観光産業の早期回復、新たな観光形態、そして都市・地域経済のあり方が
重要な課題となっていた。 

観光市場の早期回復に向けて、観光需要喚起のため、国・地域レベルの観光復興支援策が実施
され始めていた。新型コロナの感染拡大による経済被害と復興支援策がもたらす経済効果は、複
雑な時空間的な影響を及ぼしていた（図１）。我が国全体を俯瞰しつつも、様々な都市・地域レ
ベルの感染症の経済被害や観光復興の経済効果を検討することが不可欠と考えられた。 

 

２．研究の目的 

我が国の地域（都道府県、市町村など）を対象に、コロナ禍における観光消費や観光事業者の
現況を調査する。各地域の感染者数の増減や緊急事態宣言・解除宣言などが、観光需要や観光事
業者にどのような影響を与えたのかを明らかにする。観光需要の減少が、観光産業や地域経済へ
及ぼした負の影響を明らかにする。 

ポストコロナの観光成長戦略に向けて、今後の観光支援策のあり方も含め、ニューノーマル時
代の観光市場の回復シナリオを調査し、観光需要の回復とそれが地域に及ぼす経済波及効果を
明らかにする。Go To キャンペーンなどの観光支援策が国内の観光需要にどのような影響を与
えたのか。その影響はいかなるものなのか。近距離観光から遠距離観光への回復過程がもたらす
地域経済への影響はいかなるものかを明らかにする。 

「観光地経営」の視点に立った地域観光づくり法人（DMO）が果たす役割は如何にあるべき
か。訪日外国人への支援策はどうあるべきか、そして、その政策支援や取り組みはどのような影
響を地域経済へもたらすのかを検証する。また、海外諸国における新型コロナの影響や対策につ
いて明らかにする。 

 

３．研究の方法 

各都道府県による観光統計、観光庁による公的な観光統計やビックデータを活用して、地域レ
ベルの入込客数、宿泊者数や観光消費額の調査を行う。これらのデータ用いて、観光需要の推計
を行う。全国の都道府県や市町村を対象とした地域間産業連関表の推計と地域間産業連関モデ
ルを開発する。コロナ禍における観光需要の変化から、地域間産業連関モデルを用いて波及効果
を推計する方法を開発する。 
 旅行需要の回復や地域の観光関連消費の喚起を図るため、政府や自治体で実施された政策支
援策やその効果について調査する。支援が実施された時期、地域や内容について整理し、観光需
要へもたらした影響を調査する。政策実施前後における各地域における観光需要の変化を推計
し、観光需要回復による各地域への空間的な波及効果を計測する。統計やビッグデータからは得
られない観光客の意向、事業者の取り組み等の情報についてはアンケートやヒアリングを実施
する。事業所ではどのような取り組みや政策支援が効果的であったのかを調査する。 
訪日外国人について、コロナ前後の状況を調査する。訪日外国人に対する入国制限や緩和等に

 

図 1 COVID-19 と関連政策の影響 
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関して整理し、入国者数や地域の滞在・移動パターンにもたらした影響を、ビッグデータを用い
て調査する。コロナ禍における各地域の観光需要の変化を調査し、訪日外国人の需要回復による
波及的な影響を明らかにする。観光地域づくり法人(DMO)について、ヒアリングを実施し、DMO の
取り組み状況や課題などについて調査する。また、訪日外国人については、日本への観光需要回
復に対して、どのような政策的な課題や取り組みがあるのかを調査する。 
 
４．研究成果 
１年目の研究成果は以下のとおりである。公的統計などから、全国及び地域レベルの観光入込

客数、宿泊者数や観光消費額について調査し、コロナ前後においてどのような変化が生じたのか
について分析を行った。我が国の全国を対象に観光需要を推計し、産業連関表と産業連関モデル
を用いて、コロナ前後の経済的な影響や波及効果の計測と比較分析を行った。地域レベルでは、
都道府県別の宿泊者数にどのような変化が生じているのかを分析した。緊急事態宣言、GoTo キ
ャンペーンなどの政策導入が宿泊者数に与える影響を調査し、宿泊者数と政策の関係を評価す
る統計的な分析モデルを開発した。各地域の観光需要の変化とその空間的な波及効果について
は、地域間産業連関モデルを用いた計測方法の開発を行った。 
観光関連事業所については、愛知県西三河地域を対象に実施されたアンケート調査に基づい

て、経済的な被害と回復状況、政策の影響等について分析を行った。感染拡大防止対策、事業継
続のための支援策の実施効果、商品割引制度の実施効果などに注目して分析を行った。コロナ禍
の地域の観光入込客数の現況、地域で取り組まれている観光支援策等について事例調査を行っ
た。 

 
２年目の研究成果は以下のとおりである。ビックデータを活用する方法を検討した。人流オー

プンデータ（G 空間情報センター）を用いて、愛知県の市区町村を対象に、コロナ禍の月別の滞
在人口の変化を分析した。前年度から引き続き、都道府県を対象とした宿泊者の統計モデルを拡
張し、宿泊目的別・宿泊施設別にコロナ禍の宿泊者への影響を推計した。緊急事態宣言、GoTo キ
ャンペーンに加え、ワクチン接種、東京オリンピックなど新たな政策の実施時期の影響を分析し
た。産業連関分析については、我が国の 47 都道府県を対象として、前方・後方連関構造を考慮
した動学地域間産業連関モデルの開発を行った。国際間産業連関表を用いて、コロナ禍における
国際的な観光需要の変化を分析する方法を検討した。地域の観光資源に訪問する観光客の経済
活動が、周辺地域の地価に及ぼす影響を分析するための手法の開発に取り組んだ。 
 主要な観光地域の観光客、観光関連事業所、観光協会、DMO（観光地域づくり法人）を対象に
現地調査を実施し、コロナ禍における観光客の状況や観光支援策の有効性、課題等について検討
した。研究成果については、関連学会等で発表を行った。 

 
最終年度は、人流ビックデータである KDDI Location Analyzer(技研商事インターナショナル

株式会社)を活用する方法を開発した。施設・地域レベルの来訪者の滞在人口の変化を分析し、
経済効果の評価軸に新たな視点を加える方法を提案した。この人流ビックデータでは、居住地域
から目的施設まで来訪者の情報が得られることから、大都市圏の主要駅や主要観光施設の来訪
者を対象にして、重力モデルを適用し、コロナ禍の人流の変動要因を分析した。また歴史的建造
物（城）に着目して、ヘッドニックアプローチを用いて、来訪者変化が歴史的建造物周辺エリア
の地価に与える影響を評価する方法を開発した。コロナ禍における来訪者の変動と地価の変動
の関係を明らかにした。インバンドの回復状況については、各都道府県別または各市町村別の海
外からの来訪者数を用いて、インバウンド観光客の回復状況や各地域への集中傾向を分析した。
主要観光地域への集中によるオーバーツーリズムが課題となり、一方で、地方でのインバウンド
回復は遅れる傾向となったため、地域間格差を改善するための政策の取り組み状況について情
報を収集した。 
都道府県を対象とした宿泊者の統計モデルを拡張し、これまで実施された政策に加えて、まん

延防止等重点措置、県民割、全国旅行支援など政策の実施時期の影響を分析した。パネルデータ
を作成し、固定効果モデルを用いて、コロナ禍における都道府県の宿泊者変動と各種コロナ関連
政策の関係を明らかにした。産業連関分析については観光地域を対象に市町村産業連関表を推
計し、各市町村の観光消費額の変化がもたらす空間的な経済効果を解析する手法を開発し、観光
需要増減の空間的なスピルオーバー効果の評価を行った。  
 
研究期間の全体を通して、主要な観光地域の観光入込客、観光関連事業所、観光協会、及び DMO

を対象に調査（ヒアリング・アンケートなど）を実施し、コロナ禍における観光需要と供給の状
況や観光支援策の有効性、課題等について分析を行った。COVID-19 の影響の長期化により、観
光需要の回復状況や，データ公開の変更に合わせてスケジュール等の調整を行いながら研究を
実施した。最終年度ではインバウンド需要に急激な変動が生じるという状況も生じた。これらの
観光を取り巻く社会環境の変化やデータ制約により今後検討すべき課題もあるが、おおむね順
調に研究を実施することできた。研究成果についてはシンポジウムや関連学会等で発表を行っ
た。 
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